
書式第 12号 (法第28条関係)

令和元年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 ET10 (エティック)

1 事業の成果

1.1 特定非営利活動に関わる事業

(1)起業家型リーダー育成事業

主に首都圏の大学生に対 して、ETIα独 自のインターンシップ・プログラムである「アン トレプレナー・

インターンシップ・プログラム」通 して培ってきたノウハウを生かし、「アン トレプレナーシップを持っ

た人材の育成」と、「想いを行動に移す若者たちを多く増やす」ために、以下のプログラムを実施 しまし

た。

■MAKERS UNIVERSITY

主に首都圏の大学生を対象 として、創造的な未来の実現に向けて変革に挑む起業家をメンター陣とし、

共に挑み、学び合 う私塾型プログラム。

◎主な事業成果

・プログラム参加学生

(第 4期 :2019年 6月 ～12月 ):54名 (応募者 342名 )

(第 5期 :2020年 2月 ～):54名 (応募者 318名 )

■DRIVEおr Youth

産学官との連携によって、若者がこれまでの常識にとらわれない様々な生き方と出会う場や、自らの

創造性やアントレプレナーシップ、自分らしさを育むきっかけとなる挑戦の機会をつくるために、以下

の 3プログラムを実施。

C)DRR電 インターン

将来の夢やビジョンを実現するために実践の場を求める学生が、社会や地域の課題解決に挑むスター ト

アップ等の起業家やリーダーの右腕として、新たな価値の創造や、課題解決に挑む長期実践型インター

ンシップ・プログラム。

○産学官との協働プロジェクト

大学や若者との協働を求める企業・組織と連携し、若者の学びや挑戦の場作りをコーディネー ト。横浜

国立大学・早稲田大学・明治大学等でプログラムを開講。

◎主な事業成果

・プログラム参加学生 :約 1,000名

事 業 報 告 用



■TOKYO STARTUP Gバ TEWAY(東 京都 受話 事業 )

クノロジーから、モノづくり、ソーシャルイノベーション、リアルビジネス、グローバルを見据えた

起業など、分野を越えて、「東京」から世界を変える若き起業家を輩出するスター トアップコンテス ト。

◎支援内容

・段階の選考と事業計画のブラッシュアップを経て、決勝大会に出場するファイナリス ト10名 を選抜。

・決勝大会で選ばれた最優秀者には 100万円、優秀者には 50万円の支援金を提供。

・上記ファイナリストに、コンテスト終了後約 3ヶ月間の短期集中型でアクセラレーション

プログラムを提供。

・各分野で注目の起業家が講師となつてノウハウを伝授するビジネススクールを約 100講座開講。

・各分野で活躍する約 50名 のメンターが指導にあたる など

◎主な事業成果

・ファイナリス ト:10名 (応募者 1,803名 )



(2)起業家型リーダーを育む社会基盤創造整備事業

学生や社会人が自分自身で自らのキャリアを切り開いていくためのキャリア開発関連セミナーを多数実

施・開催し、若手 (特に20代、大学生)社会貢献性の高い事業や地域活性に貢献する事業を創業したい

と考えている方を対象に、以下を実施いたしました。

■Ca:偽 'iCreatlve A.ctlon For the Earth"

～ 「原点回帰」ETIα真夏のギャザ リング～ 2019年 8月 3日 開催

(シ ンクタンクソフィアバンク 代表・社会起業家フォーラム 代表)な ど、多数のグス ト

が、起業 した際の想いや、今後社会に対 して提供 したい価値、志などを講演。約 250名が参加。

■社会起業塾イニシアティブ

多数の企業と提携した、創業期の社会起業家を対象とした 6ヶ 月間のハンズオンプログラム。単なる

「学び」の場にとどまらず、参加メンバーが事業を推進しながら、先輩起業家とともに重要な経営課題

に取り組む。2002年に、NEC社会貢献部と連携し、将来を担う学生を対象に事業家の視点で戦略的に

事業型 卜POを運営できる人材の育成をめざして設立した「NEC学生 NPO起業塾」が前身。2009年 よ

り、社会起業塾イニシアティブと名称を変更し、2019年度は、NEC、 花王、電通が協賛。

◎支援内容

・合宿形式で行われる全 4回の集合研修で、活動を振り返り、社会を変える事業戦略を磨き上げる。

・先輩起業家や参加起業家同士で、事業戦略や計画について徹底的に議論する戦略会議・メンタリング

を定期的に開催。

・各起業家に専属メンターがつき、2週間に 1度の定期ミーティングで個別指導。

・オフィシャル・パー トナー各社による個別の支援と、卒塾後に連携・協働を実施 など。

◎主な事業成果

・輩出起業家 :6名

・これまでの 20年間で 124名 が参加。

■アメリカン・エキスプレス・サービス・アカデミー

NPOやソーシャルビジネスなどの起業家や経営メンバーを対象とした 2泊 3日 の合宿研修。日常から

離れた環境で、優れたサービスの開発・提供を目指す。アメリカン・エキスプレス財国の協力で 2011年

より開催。メンターに、介護福祉サービスのパイオニアである、

)な どを迎える。

◎主な事業成果

・参加起業家・NPOリ ーダー :60名



■ゴール ドマン・サックス中小企業経営革新プログラム

人手不足が原因で新規事業開発ができない日本全国の地域企業/NPOに、経営に関心がある全国の大学

生が長期インターン生として参画することで、企業の経営革新と優秀な人材のマッチングを目指すプロ

グラム。ゴール ドマン・サックス社と協働。

◎主な事業成果

・これまでの 5年間で、採択企業 100社・参加学生 85名

・第 5期では、採択コーディネーター4名・マッチング社 49社

■WOW XANAGAWA 2019(神奈川県受託事業)

事業立ち上げ、まだ見ぬ社会を創 り出す大学生を、先輩起業家、企業、大学、行政等が一九となり神

奈川 ALLで応援するブラッシュアップ型コンテス ト。

◎主な事業成果

・ファイナリスト:8名 (応募者数 :51名 )

■地域ベンチャー留学

主に首都圏の大学生が、長期休暇 (春・夏)を活用し、地域に 4～6週間住み込み、地域企業の経営者

やリーダーとともに課題解決や経営革新に挑む短期実践型インターンシップ・プログラム。2019年冬で

18期 目。これまでに 500名 以上が参加。

◎主な事業成果

・プログラム参加学生 :60名 (第 18期 )

■IMPACT Lab.(イ ンパクト・ラボ)suppo■ed by J.RMorgan

すでに一定の規模 。実績を持つ社会起業家が社会的インパク トを非連続に拡大することを支援するプロ

グラム。お互いの進化に貢献し合 うラーニング・コミュニティを創出する。JPモルガン社協賛。

◎主な事業成果

・支援実績 :8団体

・これまで 20団体が参加

。これまで参加した団体の投資・助成金獲得合計額 :プログラム終了後に6.7億 円
。これまで参加した団体の収入増加平均額 :プログラム終了後に 66%増加



■I Social lnlpact for 2020 and beyOnd

大企業やベンチャー企業、NPOな ど、立場を超えて累積 14社が集い、意志ある挑戦を相互に応援 しあ

う文化・仕組みをつくり。意志ある挑戦を応援するリアルの場 「Beyondミ ーティング」の企画運営や、

各社が組織を超えて共同して社会課題を解決するフラッグシッププロジェク ト。

◎主な事業成果

・Beyondミ ーティング参加者数 :500名

(3)職業紹介及び労働者派遣事業

■職業紹介業

2014年 10月 28日 に免許を取得し実施中。

◎主な事業実績

・職業紹介数 :2件

※労働者派遣事業は非実施

■ソーシャル・NPO・ ベンチャー系求人サイ ト「Dnve(ドライブ)」 運営

スター トアップや ソーシャルベンチャーなど、「未来を創る」仕事に特化 した求人サイ ト。条件面

だけでなく、「働 く人の思い」、「仕事のや りがい」、「組織のビジョン」を丁寧に紹介。

(4)その他この法人の目的を達成するために必要な事業

■主な活動

該当事業は実施 してお りません。

1.2 その他の事業

その他の事業は実施 してお りません。



2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 431,365】 千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受 益

対象者
人数

事業費
(千 円)

(1)
起業家型 リー
ダー育成事業

①卜lAKERS

UNIVERSITY
事務局

随時
渋谷事務

局
4名

主に首都

圏の学生
約 350人

68,791
② DRIVE For Youth

事務局 随時
渋谷事務

局
8名

主に首都

圏の学生

約
1

ノヽ

1 000

③ TOKYO STARTUP
GATEWAY
事務局

随時
渋谷事務

局
10名

主に首都

圏 の 学

生 。若手

社会人

糸ヽ1 3,000
人

(2)
起業家型 リー
ダーを育む社
会基盤創造整
備事業

①社会起業塾

イニシアティブ

事務局

随時
渋谷事務

局
10名

主に首都

圏の若手

起業家

約 100名

351,534

②アメリカン・エキスプレ
ス・サービス・アカデミー

事務局
随時

渋谷事務

局
8名

全国の若

手 起 業

家・経営

スタッフ

約 200名

③ゴール ドマン・サックス

中小企業経営革新
プログラム

事務局

随時
渋谷事務

局
10名

主に首都

圏 の 学

生・地方

の中小企

業経営者

約 100名

④ W()W mNAGAWA

事務局
随時

渋谷事務

局
4名

主に首都

圏の学生
約 100人

⑤地域ベンチャー留学
事務局 随時

渋谷事務

局
4名

主に首都

圏の学生
約 100人

⑥IPACT Lab
事務局

随時
渋谷事務

局
8名

主に首都

圏の起業

家・経営

スタッフ

約 100名



⑦ Social lmpact for
2020 and beyOnd

事務局
随時

渋谷事務

局
4名

主に首都

圏の若手

社会人・

学生

約 500名

(3)
職業紹介及び
労働者派遣事

ヒヽ
,ヽ

①求人サイト
「DRIVE」

運営

随時
渋谷事務

局
10名

主に首都

圏 の 学

生 。社会

人

糸, 1,500
人

11,039

(4)
その他この法
人の目的を達

成するために
必要な事業

今年度該当なし

(2)その他の事業

本年度、その他の事業は実施 しておりません。



活動計算書
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指定正味財産増減の部

1 受取寄付仝等
受取助成金 (指 )

受取寄付金 (指 )

受取協賛金(指 )

委κ料収入 〈指)

そのに収入 〈精)

2 -般正味財産への振警額
助成金振替線 指)

受取寄付全振替無 指)

受取協賛全振春額〈指)

委託料収入振替額(指 )

その他収入振替額(指 )

当期指定正味財産増減額

l,417.012

179,491

28.437

6.351

73.018

413.804

701,847

96.234

626.563

1,098,626

249.015

11.496

88,267

220.247

2,525.686

118.331

238,348

l14,171

0.181.413

2.14o.726

2,OOO

63.523

22.70,

3,061

30,303

116.879

299,673

1,603.436

173

70.342.075

281.666.169

122.202.032

678 874

指定正味財産期首残高

受取寄付金

指定正味財産期末残高

受取寄付金

正味財産期末残

-65 675.70,

0

2.890

222,859.000

44.976.169

6.540.000

980,000

91.816.625

16.565.407

6.300.000

0,540.000

980,000

-2.ヽ 90
-55.:~S.o29

1,990,100
-57.56ヽ

,テ 2,

153.198.045

95.629.316

159,453.137

112,700,878

272. 154.015

367.780.381



貸_借_�_墨_壷

令和 2年 5月 31日 現在

科
日

Ｈ 金 額

3,296,454

452,542,791

50,000,000

43,935,712

1,301,552

1,943,857

1,380,456

2

10,000

7,733,631

10,260,037

18,003,670

554,400,822

204,621,161

18 003 670

572 404 492

204 621 161

367 783 331

572.404.492

資産の部

1 流動資産

現金

普通預金

定期預金

未収入金

前払費用

立替金

仮払金

流動資産合計

2 固定資産

その他の固定資産

工具器具備品

出資金

敷金

長期前払費用

その他の固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

短期借入金

未払金

未払法人税等

未払消費税等

前受金

預 り金

賞与引当金

流動負債合計

1 固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

当期末一般正味財産額

(う ち前期繰越一般正味財産額)

(う ち当期一般正味財産増減額)

当期末指定正味財産額

(う ち前期繰越指定正味財産額)

(う ち当期指定正味財産増減額)

次期繰越正味財産額

負債及び正味財産合計

I

115,000,000

12,918,958

1,990,100

9,134,100

56,199,000

5,093,767

4 285 236

95,629,316

(153,198,045)

(△ 57,568,729)

272,154,015

(112,700,878)

(159,453,137)



令和元年度 (第 22期 ) 計算書類の注記

特 定非営利 活動法 人エテ ィ ック

重要な会計方針
計算書類の

「
成は.一般に公正妥当と認められた会計基準 〈mO■大会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)

によつています.

(1)固 定資この減価債却方法
・有形固定貪産

法人,法の規定に基づく定手法を採用しております。
また.平成 15年 4月 1日 以後に取得した取得価額 30万円未満の試算については.取得時に費用

'■

理しています.

(2)|1当 金の計上基準
・賞与引当全

戦員に対する賞与の文綸に備えるため.支給見込頷のうち当期に帰属する額を計上している.

(3)消費,の会計処理

消費■等の会計処理は,込方式を採用しております.

2  事業別損益の状況

正

経常収益
1 受取会費
2 ■驚寄附全
3 受取助成全等
4 事業収益
5 その他収益

経常収益計
Π 経常費用
(1)人件費

役員報酬

綸料手当

賛与

雑,`0

福利厚生晏
法定福利費

負与引当金繰入

人件癸計
(2)そ の他経費

外注費
委正■
荷造運賃
広告宣云費
交際費
会議費

出張旅費

交通費
通信費
事務用品費
11機器・ソフ ト費
修結費
水道光熱費
新聞図書費
諸会費
支仏手数料
地代家賃
共益費

賃借料
リース料
保険料

租,公課
支払報珊 +
支払寄付金

支援金

貸倒損失
雑責
講師料
レンタル‖

印刷製本賣
会場彙
減価償却費

文t_利 息
イベント飲食費
消耗品費
支払助成金

その他経費計
経常費用計

当期経常増減額
Ⅲ経常外費用

経常外費用計
当効燿常外増減額
法人税 .it民,及び事業,
当劾一般正味財産増減額

前期繰越一般正味財産頷
次期換遺一般正味財置頷

科 日
②起葉7型 リーダー
を青む社会基盤創造
整備事業収笙

O織菫紹介及び労●
者派遣事業収益

④その他このま人の
目的を達成するため
に必要な事黎収査

事業部門計 管理部門 合 計

68.7g].l]7
122.531.625

351,534,908

64,285.909 64.285.909

122.5]1.625

502.682.672 13.039.946 623.001 135 623.001.135

222.452

O

592.620

7.425.000

20.556.71713.436,360

23.879.888

249.015

2.526.686

l.953.778

0.385,420

378,528

777.888

17.541.010

1.600,436

3.871.214

l12,805

120.145

1.020.392

351.633

5.657

2.976.400

l.525.472

1.7'2.251

31.386.899

517.021

3.586.739

1,236,915

1,203. 173

587.777

16.06S.984

16.169.925

20.561

47,402

27.791

71,774

28,525

25.230

l.658.838

1.880.760

35.454.692

634.074

4.0]0.145

241.323

0

3.871.214

412.142 7554.425.420

4.035 591

2.890

-57.56S.1292.443.762 8.286.982

|

l①趙業象型リーダー

1吉

咸●共収益



定正味財産増減の部
]受 取寄け全等
Ⅱ 一般正味財こへの振ヽ額

当効指定正味財産増減額

前期繰越指定正味財産額

次期操越指定正味財産額

次期繰越正味財産額

3  指定T味財産から一般T味財こ^の振警額の内訳

5  固定☆産の増減内訳

6  借入金の増減内訳

内容 金 額経
黎∽!::|)
][[|lii:ifi〔′子‐i属拿:島ittiξ

ろ侵替額
6 872 11

使途等が制約された,附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳は以下の通りです.

当法人の正味財産は367.780.001円ですが.そ のうち272.154.O15円 は.下記のように使途が特定されています.

したがって,途が制約されていない正味財産は95.629.316円 です.

内 容 期首残高 当期増加頷 当期減少頷 期末残高 備 考

虔災復興基金 (東 日本大腱災)

東北グローバルチャレンジ

贈 基金

休眠頂金事業基金
コロナ禍夫創アクション基全

区,従事岩支援基金

“

X ETIC.共 創アクンョン基金
スクールプラットフォーム舌全

次世代SDCsリ ーダー育成基金

50.000,000

14.679,269

14.496.900

64.704,067

曖災復興目的

地域課題に取り組む者に対する実践的研修事業
新たな事業・プログラムのための準備■月

子卜の未来のための日働促進助成事業
コロナ危機と対峙し未来のための協慟共創事業
医療従事者の支援事業

子どもの食の緊急支援
教育・学びの未来を創造するプラットフォーム

次世代のS"、 ツーダー育成

未来の起業家 ‐イノベーターのための学校
合 計 272 154.015

料 目 取 得 減′, 期末取得価額 期末榎薫価額

有形固定資産
工具器具偏品

投資そのにの資産

出贅金

敷全
長期前1.費 用

上L友生命
臭新11等

合計

594 549

7,733.631

594 549

159.453. 137

科 目 期 首残高 当翔借入 当効返済 期末残高 備 考
短期借入金

合 計

ll.500.000 5月 末日返済予定が日曜のため6月 1日 に返済
ll.500 000

役員及びその近継 との取引の内容
なし

その他特定非営利活動法人の資産.負債及び正味財産の状態並び、こ正味財この増減の状況を明らかにするために必要な事項
・事業費と管理費の怯分方法
各事業の経費及び事業■と管理■に共通する経費は.従事割合に基づき按分しています.



財   産 目  金1

令和 2年 5月  31日 現在

I資産の部
1 流動資産

現金預金

現金

普通預金

三菱UFJ銀行渋谷中央支店
三菱UFJ銀行渋谷中央支店
三菱UFJ銀行渋谷中央支店
三菱UFJ銀行渋谷中央支店
三菱UFJ銀行渋谷中央支店

みずは銀行東恵比寿支店

商工組合中央金庫東京支店

郵貯銀行

三井住友銀行渋谷支店

西武信用金庫渋谷営業部

西武信用金庫渋谷営業部

西武信用金庫渋谷営業部
GMOあおぞらネット銀行法人第2営業部

定期預金

西武信用金庫渋谷営業部

前払費用

(6月 分家賃)

未収入金

東京都知事
ローカルベンチャー推進協議会
バークレイズ

公益財団法人東京オリンビック下 ラリンピッタ競技大

アビームコンサルティング株式会社

株式会社フェリシモ

hCコ ンサルティング合同会社
叩0法人iLEAD

湯沢市役所

株式会社こうゆう
一般社団法人十和田奥入瀬観光機構
一般社団法人TATAKIAGE Japan

特定非営利活動法人フ・リッシ
・フォースマイル

ー般財団法人教育支援グローバル基金

特定非営利活動法人森の生活 (北星信金)

株式会社文化放送

羽後町地域おこし協力隊

特定非営利活動法人アスヘノキボウ
ALBERT他 12件

立替金

役職員他

仮払金

役職員他
流動資産合計

2 固定資産
工具器具備品

出資金

敷金

長期前払用
更新料 5F
固定資産合計

資産合計

115,000,000

50,000.000

12,791,413

8,972,982

8,269,200

7,928,000

3,300,000

1,100,000

550,000

246,189

198,000

198,000

84,000

66,000

60,000

55,000

54,915

25,000

22,000

10,000

5,000

13

3,

2,

380 456

3,296,454

1,301,552

1,943,857

97

781,550

774,684

814,581

0

278,113

549,932

427,097

835,927

443,590

737,015

205

900,000

101,

137.

20.

62,

121,

2

10,000

7.733,631

0

554.400,822

18 003 670

57 49240

Ⅱ
i債県

3‐贔層入金|   ´巣払
ぅま][警[ナ

フ 6,855,000

2,487,600

1,501,000



7 783 33

株式会社ESCm

School Platform

未払法人税等

未払消費税等

前受金

JPMorgan C h a s e
ローカルベベンチャーラボ参加費

ヤマハ発動梱
アビームコンサルティング欄
ロー ト製薬線
マネックスグループ船

公益財団法人電通育成者
Pwcコ ンサルティング(同 )

預り金

健康保険料

厚生年金保険料

雇用保険

源泉所得税

住民税

賞与引当金

流動負債合計

負債合計

900,000

423,605

321,698

282,200

85,800

36,615

22,440

3,000

1,990,100

9,134,100

42,000,000

4,899,000

2,750,000

2,475,000

1,650,000

1,650,000

500,000

275,000

903,091

1.571,055

877,109

1.152.512

590,000

4 285 236

621 161

621 161



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿 )

特定非営利活動法人ETIC.(エ ティック)

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

И以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

Z各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)

氏   名
住 所 又 は 居 所

前事業年度内の

就任期間
報酬 を受 けた期間

(該当者のみに記入)

1

/~｀ ヽ

使聖ヲ・監事
ミヤギ ハルオ 令和 1年 6月 1日

令和 2年 5月 31日

令和 1年 6月 1日

令和 2年 5月 31日宮城 治男

2 ・監事
4 -r)J, )\)v:r- 令和 1年 6月 1日

令和 2年 5月 31日

年

年

月

月

日

日石川 治江

3 ・監事
ソン タイゾウ 令和 1年 6月 1日

令和 2年 5月 31日

年

年

月

月

日

日孫 泰蔵

4 監事

タナカ アツコ 令和 1年 6月 1日

令和 2年 5月 31日

年

年

月

月

日

日田中 敦子

5

マツモ ト オオキ 令和 1年 6月 1日

令和 2年 5月 31日

年

年

月

月

日

日松本 大

6
ヤマウチ コウジ 令和 1年 6月 1日

令和 2年 5月 31日

年

年

月

月

日

日山内 幸治

7 ・監事
サ トウ マサヒサ 令和 1年 6月 1日

令和 2年 5月 31日

年

年

月

月

日

日佐藤 真久

8 理事 〇

ヒグチ テツロウ 令和 1年 6月 1日

令和 2年 5月 31日

年

年

月

月

日

日樋 口 哲朗

9 理事・監事

年

年

月

月

日

日

年

年

月

月

日

日

10 理事・監事

年

年

月

月

日

日

年

年

月

月

日

日

∈)監事

〇
・監事



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人ETIC(エティック)

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 官城治男

2 山内幸治

3 田中敦子 (旧姓 :鈴木)

4 伊藤淳司

5 佐々木健介

6 内野博礼

7 番野愛 (旧姓 :高野)

8 由利吉隆

9 野村学

10 石塚真保

11 加勢雅善

12


